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の著書 (Woolfson，C. The labour theory of culture:A 



































ム・トゥデイ』に掲載されていたCulture， language and the 




























































































資料 8 ブラザース『フライデーの足跡:社会はいかにして人聞の心を形成するか~ (Brothers，L. Friday' s 








































































辺見ほど深い，構造的な洞察には至らないものの，この間， 代で，子どもと大人のキレる現象を 2006年と 2007年に放
新聞・テレビのなかで， rキレる」という現象が取り上げられ 映しています。
たのも特徴的でした。テレピではNHKがクローズアップ現





























































































資料19 Chapman. M. The叩 istemictriangle Operative and communicative c珊 ponentsof cogn i t i ve 






























































































資料20 かつどうりろん活動理論 ActivityTheory 
(平凡社『新臨心理学事典~ 2012年刊行予定)
[活動理論の発生]
自の視点からの活動理論の新たな定義づけです。芝回進午先
生の言葉を借りれば，労働の技術的過程と組織的過程との統
合という視点からの新たな定義づけです。
活動理論はもともと，マルクスの労働概念を出発点として
主にソ連を中心にして心理学の中に入ってきた考え方です
が，それがソ連以外の国々へと展開していく中でコミュニケ
ーションの要素を大きく取り入れた新たな概念へと変化・進
化してきていると思います。このような思いから私が書き下
ろした活動理論の定義を最後に紹介しておきます。この定義
は，今後20年間ぐらいのわが国の活動理論の概念規定にな
ると思います。20年後に三たび改訂されることがあるとすれ
ば，また新たな視点を加えた新定義が出てくることを期待し
ています。
活動理論はその源流を 1917年のロシア革命後に成立した旧ソ連の文化歴史学派{ヴィゴツキ-Vygotsky，L.S.、
ノレリヤLuria，AR.、レオンチェフL田nt'ev，AN.など)に求められる。この3名は、文化歴史学派のトロイカと呼ば
れているが、最年長者であったグィゴツキーの名前を冠してこのグループをヴィゴツキー学派と呼んでもいいで
あろう。ロシア革命後の宵家争鳴のさまざまな思想潮流のルツボの中から生まれたいわば革命の落とし子でもあ
る。そのために、マルクス主義と心理学の統合をめざした理論であるという色彩が濃厚である。
そもそも、活動 activityというのは人聞と自然との聞の物質代謝、すなわち、人聞が自然に対して働きかけ、
その反作用として自然から人聞が働きかけられるという側面を表した言葉であった。これは、当時、隆盛を極め
ていた行動主義心理学が外部環境からの刺激により人聞が受動的に影響されるという側面を強調していた点と対
極をなすような人間観であり、人間の外部世界に対する能動性を強調したことに意味がある。
このような視点から、活動理論は活動の軸の上で心理過程が展開するという側面に重心を置いていた。たとえ
ば、不随意的記憶involuntaryrneDloryという活動と記憶の関係を研究したテーマがあるが、そこでは記憶とい
うのは活動するなかで不随意的に生起するという点が強調された。
ところが、このような人間と外部世界との相互作用の側面のみに集中していた活動理論が変化してきたのはロ
モフLomo巧B.F.とレオンチェフとの論争以降である。ロモフは、それまでの心理学に特徴的であった人聞と外部
世界の関係のみに注目するという立場を、一面的であると批判して、人間と人間の関係、すなわちコミュニケー
ション∞rnDlunicationの側面も重視する必要性を強調した。われわれ人聞は、日常生活のほとんどの場合におい
て単独で、孤立して活動しているのではなくて、他者との協同の中で活動している。そうすると、その中で生ず
る心理過程も他者との協同という側面が必然的に入り込まざるを得ない。
もともと、グィゴツキーも、人聞の文化的行動様式には二つの側面、すなわち、人聞と自然との側面(活動)と人
聞と人間との側面(コミュニケーション)があると考えていたし、レオンチェフも人聞と世界との結びつきは他
の人々とのコミュニケーションにより媒介されると考えていた。だが、初期の段階では、このコミュニケーショ
ンの側面がややもすれば軽視されていた活動理論において、コミュニケーションにスポットライトが当てられた
ことは以後の活動理論の展開に新たな広がりをもたらすことになった。なぜかというと、活動に加えて、コミュ
エケーションを織り込むことにより、共同体cODlDlunityという組織や集団を心理過程が形成される基盤として据
えつけることを可能にしたからである。
[活動理論の展開]
まず、アメリカでは、以前からプルナーBruner，J.たちによって、ヴィゴツキ}派の心理学は注目されていたの
であるが、ソ連に留学したワーチWe此sch，J況やコールCole，M.らによって新ヴィゴツキー派が成立することにな
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る。
ワーチは特にコミュニケーションの側面に注目してグィゴツキー派心理学を新たに展開した。その中では、科
学的概念と生活的概念の織りあわせとしての対話型授業とか、新たな思考の発生装置としての対話などが追求さ
れた。
また、コールは活動とコミュニケーションからなる共同体の中で学習が行われる様子を研究した。個人の学習
活動がたんに個人の頭の中だけで行われるのではなく、その個人をとりまく、学習集団のあり方とか、学習施設
の経営方針、その所在地の地域の社会的・風土的環境、さらに大きくはその地方、その国の社会的あり方や教育政
策、経済状態などによって、個人の学習活動も規定されていることを明らかにした。それは、庭としての文化culture
as gardenモデルとして表されている。
また、同じくアメリカの新ヴイゴツキー派に属するロゴフRogoff，B.は共同体型(参加型)学習モデルを提唱して
いる。コールの場合と同様に個人の学習活動は集団の中で営まれることを、組織のレベル、個人と個人の聞のレ
ベル、個人のレベルの三水準ごとに明らかにした。それは、徒弟制、導かれながらの参加、アプロプリエイショ
ンappropriation(他人の所有物を自分のものにすること)である。
さらに、アメリカではレイプLave，J.とウェンガーWenger，E.(1991)の正統的周辺参加 legitimateperipheral 
participationという概念も重要である。人聞が生まれてから一人前の大人になるためには共同体という杜会の存
在が必須であることを明らかにしたからである。この視点は、わが固における昨今のフリーター問題を考える際
にもきわめて重要な視点になっている。正統的周辺参加が明らかにした教育法は、初めは簡単なあまり重要でな
い仕事から、徐々に重要な仕事へと移行していって最終的には一人ですべてをこなすことが可能な一人前の労働
者として成長していくプロセスを描いているのだが、同時にそのプロセスは一人前の大人として人格的にも成長
していくプロセスでもある。フリーターとか非正規労働者として、細切れの仕事を与えられるだけで使い捨てに
されるようなプロセスとは対極の世界を表しているのである。
フィンランドでは、ヱングストローム Enges仕omヱが注目される。以前から、北欧は活動理論の影響の強い地
域であったが、なかでもエングストロームはレオンチェフの弟子を自認するだけあって、活動理論の原型を強く
感じさせるモデルを提唱している。エンゲストロ}ムのモデルは、もともとグィゴツキ}が刺激と反応のS-R
理論図式へ媒介項として記号凶.gnを挿入して、その記号を媒介として人聞は外部刺激へと働きかけるとしたS-
X-R図式を拡張したものである。彼は、媒介項として道具t∞lと共同体を挿入することによって資本主義社会
に生活し労働する人間の問題を説明しうるモデルを提出したといえる。
さらに、ピアジェ派(ジュネーブ学紛と活動理論とのかかわりも指摘しておきたい。ピアジェ派の一部の人たち
は、ヴィゴツキーの最近接発達領域という概念とヒ。アジェの知能の発達論を統合する試みを行ってきた。たとえ
ば、ベレ・クレルモンPerret.Clermon，A.N.(1980)はピアジェの言うところの保存がコミュニケーションを介する
ことによって、それまで獲得されていなかった児童に獲得されることを明らかにした。
このようなピアジェ派と活動理論、グィゴツキー派の統合というテーマに関して、チャプマン
Chapman，M.(1991)の認識の三項関係モデノレを落とすわけにはいかない。彼は、能動的主体と知識の対象との関係
(操作的相互作用)と能動的主体と対話者との関係(コミュニケーション的相互作用)という三項図式が 7、8歳頃
に子どもの内面に形成されることにより、知能の発達段階の前操作期から具体的操作期への以降が行われると考
えたのである。
以上のように、旧ソ連において20世紀の初めに誕生した活動理論は、活動の軸に加えてコミュニケーションの
軸を設定することによって、旧ソ速を飛び出して、西側世界へとその後大きく展開することになった。それは、
アメリカの認知心理学やジュネープ学派(ピアジェ心理学)までも包含する広がりを見せているのである。
[高取憲一郎]
みていただいたように，この概念規定は，従来の活動理論
の概念規定とは異なり，コミュニケーションの役割に大きな
ウエイトを割いているところに特徴があります。そして，ヴ
ィゴツキー心理学とピアジェ心理学をコミュニケーション
を媒介としながら統合していくという視点を示していると
ころが斬新なところではないかと思います。
(注)本稿は， 2011年度免許更新講習における講義原稿を
基に，大幅な組み替え，加筆，修正を加えたものである。
-26-
